
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第
二
号

平
成
十
二
年
三
月

三
〇
七

中

世

の

神

祇

観

―

舎
利
信
仰
と
神
祇
―

鈴

木

善

鳳

緒

言

中
世

の
思
想
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

鎌
倉
新
仏
教
の
形
成
と
南
都
旧
仏
教
と
の
対
立
、
本
地
垂
述
説
の
形
成

と
展
開

、寺
院
の
権
威
化
に
対
応
す
る
神
道
側
の
独
自

の
理
論
形
成
等
。

中
世
史

の
研
究
に
は
こ
う
し
た
諸
状
況
を
体
系
的
に
把
握
す
る
視
点
が

求
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
神
祇
と
仏
教
と
の
交
渉
を
舎
利
信
仰
を
キ
ー

　
ユ
　

ワ
ー
ド
に
考
察
し
た
い
。

神

仏
習
合

の
形
成
過
程

と
舎

利
信
仰

神
仏
交
渉
の
過
程
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
察
が
さ
れ
る
が
、
a
、

護
法
善
神

の
段
階
、
b
、
「神
身
離
脱
」

の
段
階
、

c
、
本
地
垂
　
の

段
階
の
三

つ
の
過
程
を

へ
て
定
着
を
と
げ
た
と
す
る
の
が
研
究
者
間
の

　
　
　

ほ
ぼ

三
致
し
た
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
は
複
合
的
で
時
代
区

分
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
が
、
本
地
仏
と
垂
迩
神
が
定
着
し
、

一

般
に
流
布
し
て
い
く
の
は
鎌
倉
～
南
北
朝
ご
ろ
と
さ
れ
る

(清
原
貞
雄

「神
仏
習
合
の
発
展
」
平
岡
定
海
編

『権
現
思
想
』
)
。

本
地
垂
迩
説
の
根
拠
と
な
る
の
は

『摩
詞
止
観
』
ま
た
は

「和
光
同

　さ

塵
」
の
文
、
お
よ
び

『悲
華
経
』

の
改
変
文

「我
滅
度

(ま
た
は
涅
槃
)

　　
　

後
、
於
悪
世

(ま
た
は
生
死
)
中
、
現
大
明
神

広
度
衆
生
」
と
さ
れ

る
。
触
と
く
に
後
者
の
文
は
滅
後
の
仏
舎
利
の
神
変
教
化
を
示
し
、
そ
れ

が
具
体
的
に
は
神
祇

へ
の
変
化
と
い
う
形
を
と
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
わ
が
国
に
お
い
て
は
蘇
我
馬
子
が
司
馬
達
等
の
献
じ
た
舎

利
で
法
会
を
し
た
と
い
う
記
述
が

『
日
本
書
紀
』
に
み
ら
れ
、
そ
の
後
、

数
回
の
広
来
を

へ
て
い
る
。
十
世
紀
半
球
よ
り
神
社
の
仏
舎
利
奉
納
が

　
　
　

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

一
方
、
鎌
倉

期
の
浄
土
教

の
隆
盛
の

対
極
に
お
こ
っ
た
釈
迦
正
法
の
世

へ
の
憧
憬
が
舎
利

へ
の
関
心
を
高
め

さ
せ
、
舎
利
信
仰
を
儀
式
化
し
た

『舎
利
講
式
』
『舎
利
供
養
式
』
等

の
書
物
が
覚
鐙
、
解
脱
、
明
恵
、
叡
尊
ら
に
よ
り
執
筆
さ
れ
る
。

神
仏

一
体

の
キ

ー
ワ
ー
ド
と

し
て

の
舎
利

神
仏
交
渉
の
歴
史
の
特
徴
と
し
て
は
、
仏
教
者
が
積
極
的
に
か
か
わ
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中
世
の
神
祇
観

(鈴

禾
)

三
〇
八

り
、
そ
の
理
論
形
成
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
神
祇
信
仰

と
舎
利

と
の
か
か
わ
り
に
関
し
て
も
仏
教
者
が
そ
の
理
論
形
成
に
つ
と

め
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
『渓
嵐
拾
葉
集
』

(光
宗
著
。

=
一二

八
年
の
序

あ
り
)

に
は
前
述
の

『悲
華
経
』

の
文
が
紹
介
さ
れ
、

「『現
大
明
神

広
度
衆

生
』
と
云
々
。
大
師
釈
し
て
云
く
。
『如
来
唱
於
三
密
と
は
滅

後
の
衆
生
を
利
益
す
。
唱
於
舎
利
と
は
こ
れ
如
来
の
身
密
、
唱
於
神
明

　　
　

と
は
こ
れ
如
来
の
意
密
な
り
』
」
と
、
舎
利
と
神
明
と
が
身
業
と
意
業

の
関
係

で
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
思
想
は

『東
大
寺
八
幡
験

　　
　

記
』
に
も
み
ら
れ
る
。
明
恵

の
春
日
神
の
霊
験
を
伝
え
た

『
明
恵
上
人

神
現
伝
記
』
(
一
二
三
二
～

一
二
三
三
一二
成
立
)
に
は
仏
舎
利
と

一
体
化
す

　　
　

る
春
日
神

の
記
述
が
み
ら
れ
、
前
述

『渓
嵐
拾
葉
集
』
に
は
日
吉
明
神

　　
　

が
解
脱
に
舎
利
を
護
じ
た
託
宣
を
す
る
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に

十
四
世
紀

の
初
頭
に
は
す
で
に
舎
利
と
神
祇
と
の

一
体
感
が
仏
教
者
間

に
意
識

さ
れ
、
こ
と
に
三
業
説

の
援
用
に
よ
り
両
者

の
同
質
性
が
理
論

化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『悲

華
経
』

に
み
ら
れ

る
仏
舎
利

の
神
変

前
述

の
よ
う
に
仏
舎
利
と
神
祇

の
関
係
づ
け
に

『悲
華
経
』
の

「現

大
明
神
」
の
偈
が
思
想
的
根
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
『悲
華
経
』

は
周
知

の
よ
う
に
西
方
浄
土
教
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
南
都
仏
教

者
た
ち

の
釈
尊
鐙
仰

の
根
拠
と
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。
「現
大
明
神
」
の

偈
は
同
経
に
は
み
え
ず
、
経
典

の
権
威
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と

思

わ

れ

る
。

同
経

の

「諸

菩

薩

本

授

記

品

」

に

は

い
く

つ
か

の
仏
舎

利

の
神

変

が

紹

介

さ

れ

て

お

り
、

涅
槃

の
後

の
釈

尊

の
遺

徳

を

護

え

る

形

に
な

っ

て

い
る
。

・
も
し

わ
れ
涅
槃
し

て
正
法
賢
劫

と
も
に
滅
尽
し

お
わ
ら

ん
。

わ
が
歯
骨

な

ら
び

に
舎
利
、

こ
と
ご
と
く

ま
さ
に
変
化
し

て
仏

の
形
像

と
な
ら
ん

(巻

六

・
大
正
蔵

三

・
二
〇

三

・
a
)

・
法
炬
滅

し
、
法
憧
倒
れ
、
正
法
滅

し
お
わ

る
。

わ
が
舎
利

つ
い
で
地
に
没

し
金
輪
際
に
至

る

(中
略
)
わ
が
舎

利
、
変

じ
て
意
相
瑠
璃
宝
珠
と
な

る
。

そ

の
明
焔
盛
ん

に
し

て
金
輪
際

よ
り
世
間

に
出

て
、
上
阿
迦
尼

旺
天
に
至

る
。
種
々
華

・
曼
陀
羅
華

・
摩
詞
曼
陀
羅
華

…
・を
雨
ら
す

(中

略
)
ま
た

種

々

の
微
妙
音

声
を
出

す
。
仏
声

・
法
声

・
比

丘
僧
声

・
三
帰

依
声

:
・

(中
略
)
世
尊
、
か
く
の
如

き
諸
華
、
虚
空
中

に
お

い
て
ま
た
ま
さ

に
種

々

の
珍
宝
を
化
作

す
べ
し
。
金

・
銀

・
摩

尼

・
真
珠

…
・雨

の
ご
と
く
し

て
下

る
。

一
切
娑
婆
世
界

に
遍
満

す
。

そ

の
時

に
人
民
、

そ

の
心
和
悦

し
、
も

ろ
も

ろ
の
闘
争

・
飢
餓

・
他
方
怨

賊

・
悪

口

・
諸
毒

な
く
、

一
切
消
滅
し

て
皆
寂
静
な
る
を
得

(巻
七

・
同

二

三
一

・
b
～
二

一
二

・
b
)

以
上

の
経

文

か

ら

、
仏

舎

利

が
仏

等

に
身

を
変

え

て
、

無

量

の
世

界

に
至

っ

て
教

化

を

施

す

こ
と
、

そ

れ

ら

の
教

化

・
利

益

は

こ
と

に
正

法

衰

滅

時

に

な

さ

れ

る

こ
と

が

わ

か

る

。

た

と

え
ば

宝

珠

(意
相
瑠
璃

宝

珠
)

と

な

り
、
雨

華

し

、
音

声

を

出

し
、
宝

物

を
化

作

す

る
。

「舎

利

の

仏

事

」

と

は

こ

の
よ

う

に
身

を

変

え

る

(変

化
)

と

い
う

形

で
な

さ

れ

る

の
で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
経

文

が

「釈

迦

如

来

の

五
百

大

願

」

と

し

て

ま
と

め
ら

れ
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中
世
の
神
祇
観

(鈴

木
)

三
〇
九

た

の

が

、

『
釈

迦

如

来

五
百

大

願

経

』

で
あ

る

。

同

経

に

関

す

る
書

誌

あ
　

学

的

研

究

は
す

で
に
先

学

の
成

果

が

あ

り

、

こ

こ

で

は
舎

利

信

仰

へ
の

言

及

に

つ

い
て

ふ

れ

る

こ
と
と

す

る
。

五

百

大

願

の
中

で
舎

利

の
神

変

教

化

に
関

す

る
も

の

は
第

三
五

五

～

四

五

〇

願

で

あ

る

(
こ
れ
ら
は
先
述

の

「諸
菩
薩

本
授
記
品
」

の
文
を
増
広

し
た

も

の
で
あ

る
)
。

そ

の
第

四

四
九

願

は
次

の
ご

と

く

で
あ

る
。

・
第

四
百

四
十

九
願
。

わ
れ
未
来

に
正
覚

を
成

じ

お
わ

り
て
涅
槃

に
入
り

て

後
、
舎
利

所
化

の
衆
生

の
世

に
住
せ

ん
。
十

方
世
界

に
お

い
て
正
覚
を
成

じ
お
わ
り

て
、

お
の
お
の
衆
会

の
中

に
お

い
て
ま
さ

に
わ
が
名
字

を
称
し

て
こ

の
言

を
な
さ
く
。
過
去
久
遠

に
仏
有

り
。
釈
迦
尊
と
名

つ
く
。
か

の

仏
涅
槃

に
入
り
た
ま

い
て
後
、
刀
兵

・
疾
病

・
飢
饅
劫
起

る
。
わ
れ
ら
そ

の
時
、
そ

の
劫
中

に
お
い
て
も
ろ
も

ろ
の
苦
悩

を
受

け
ん
。
こ
の
仏
舎
利
、

わ
れ
ら
が
た
め

の
故

に
、
種
々
神
足

・
師
子
遊

戯
を
な

さ
ん
。

こ
の
故
に

わ
れ

ら
、
か

の
仏
舎
利

の
教
化
力

に
因

る
が
故

に
、
即
ち
菩

提
心
を
発
し
、

善
根

を
修
集

し

て
、
今
日
正
覚
を
成
ず

る
こ
と
を
得

て
、
妙
法
論

を
転
じ

て
衆
生

を
教

化
す
。
か

の
仏

舎
利

は
こ
れ
我

が
大
師
、
そ

の
本
縁

を
説

き

て
わ
が
名
字

を
称
し

て
功
徳

を
讃
歎
し
衆
生

を
利
益
せ
ん
。

も
し
し
か
ら

ず
ば
正
覚
を
成
ぜ

じ

(第
四
四
九

・
舎
利
大
師
願
)

こ

こ

で

は
仏

滅

後

の
舎

利

の
利

益

が

強

調

さ

れ
、

こ
れ

以

前

の
舎

利

に
関

す

る
願

文

が
包

括

的

に
結

ぼ

れ

て

い
る

。
舎

利

が
変

化

し

て

「
種

々

神

足

・
師

子

遊

戯

」

す

る

と

い
う

舎

利

変

化

の
記
述

は

『
悲
華

経

』
本

文

に

は

み

え

ず

、

内

容

的

に

か

な

り

増

広

さ

れ

て

い

る

(
ち
な

み
に
四

四
九

願
は

『白
宝

抄
』
駄
度
勘
文

・
舎
利
即
菩
提

心
事

に

「『
悲
華

経
』
第

四

　む

百
十
九
願
に
云
く
」
と
し
て
引
文
、
大
正
蔵
・図
像

一
〇
・
一
二
―

・
a
)
。

「現
大
明
神
」

の
偈

の
形
成

『大
願
経
』
の
中
に
は
神
祇

へ
の
変
化
を
直

接
ほ
の
め
か
す
願
文
,は

確
認
さ
れ
ぬ
が
、
「現
大
明
神
」
の
偈
は
こ
の
よ
う
な
増
広

の
延
長
線

上
に
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
決
定

的
根
拠
は
見
出
せ
ぬ
が
、
次
に
あ
げ
る
い
く

つ
か
の
事
例
は
そ
の
判
断

を
助
け
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

良
忠

(浄
土
宗
第
三
祖
)
の

『浄
土
宗
要
集

』
(
一
二
八
二
成
立
か
)
に

「悲
華
経
に
云
く
。
わ
が
未
来
世

・
濁
悪
世

の
中
、
阿
弥
陀
経
を
宣
説

せ
ん
。
も
し
し
か
ら
ず
ん
ぼ
正
覚
を
と
ら
じ
云
々
」
と
あ
る

(浄
全

一

一
・五

一
六
頁
)
。
こ
れ
と
同
意
趣
の
文
が
、
聖
問
の

『釈
浄
土
二
蔵
義
』

(
一
三
八
六
成
立
同

一
二

・
二
五
〇
頁
)
、
聖
聰

の

『
大
経
直
談
要
註
記
』

(
一
四
三
一二
以
降
成
立
同

一
三
・
一
〇

一
頁
)
に
も
み
え
る

(野
村
卓
美

「『悲

華
経
』
と
中
世
文
学
」
『国
語
と
国
文
学
』
八
三
六
号
、
後
者
は

「五
百
大
願

第

一
に
云
く
」
と
な
る
)。
良
忠
ら
が
意
図
的

に
改
変
し
た
か
、
あ
る
い

は
同
願
文
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
か

二
通
り
が
考
え
う
る
が
、

た
と
え
ぼ
了
慧

の

『選
択
集
大
綱
抄
』
(
一
二
九
六
成
立
)
に

『維
摩
経
』

仏
国
品
に
酷
似
し
た
文
が

「釈
迦
の
本
願
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り

(同
八
・ご
二
頁
)、
『撰
集
抄
』
(
一
三
世
紀
後
半
か
)
に
は
、
恐
ら
く

『法

華
経
』

の
誤
写
と
思
わ
れ
る
観
音

の
縁
日
が

『悲
華
経
』
の
文
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る

(西
尾
光

一
校
注

岩
波
文
庫
本

二

一
四
頁
)
。
『
大
願
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中
世
の
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祇
観

(鈴

木
)

三

一
〇

経
』
の
願
文
は
か
な
り
流
動
的
に
改
変
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。ま

た
近
年
名
古
屋
の
七
寺
か
ら
『釈
迦
牟
尼
如
来
五
百
本
願
功
徳
経
』

(巻
下
)

が
発
見
さ
れ
た
。
末
木
文
美
士
氏
に
よ
る
と

「『悲
華
経
』
巻

八
の
諸
菩
薩
本
授
記
品
の
部
分
に
そ
の
後
の
経

の
概
要
を
付
し
た
も
の
」

で
、

「高
山
寺
本
と
は
相
違
し
て
い
る
」
と
い
う

(「明
恵
の
釈
迦
信
仰
」

『岩
波
講
座

日
本
文
学
と
仏
教
』
三
・
二
四
四
頁
)。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る

と
五
百
大
願
の
名
を
付
し
た
テ
キ
ス
ト
は
何
種
類
か
存
在
し
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。

『
神
道
集
』
に
は
上
記

『悲
華
経
』
の
文

の
他
に
、
『般
若
経
』

の

「為
未
来
世

濁
悪
之
時

即
現
大
祠

神
形
利
生
」
、

「大
日
教
主
の

云
く
」
と
し
て

「大
日
如
来
、
麓
同
類
と
な
り
て
、
権
に
冥
神
と
成
る

は
、
心
嬰

児
に
同
ず
」
と
の
文
が
あ
る
。
ま
た
貞
応
三
年

『延
暦
寺
大

衆
解
』

に
は

『大
集
経
』
の
語
と
し
て

「仏
、
―

代
の
聖
教
を
十
方
霊

神
に
付
属

し
た
ま
う
」
と
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
改
変

は
当
時

の
神
国
思
想
と
軌
を

]
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

神
祇

ー
舎
利
信
仰

の
根
底

に
あ
る
も

の
―
結
び

に
変

え
て
―

『
五
百
大
願
経
』
の
成
立
は
遅
く
と
も
正
治
元

(
一
一
九
九
)
年
と

　ね
　

考
え
ら
れ
、
時
代
的
に
法
然
の
浄
土
宗
が

一
般
に
流
布
し
た
時
期
と
重

な
る
。
そ

れ
は
同
時
に
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
釈
迦
信
仰

へ
の
契
機

で
あ
り
、
本
地
垂
迩
思
想

の
成
熟

の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
今
回
は
、,
ご

く
大
ま
か
な
時
代

の
流
れ
を
追
っ
て
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
。

な
お
こ
の
問
題

の
考
察
の
上
で
、
社
会
的
背
景

の
思
想
形
成

に
及
ぼ
す

影
響

へ
の
視
点
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
具
体
的

に
は
律
令
制
的
土
地
制

度
の
有
名
無
実
化
と

「寄
進
地
系
荘
園
」
の
増
加
、
寺
院
の
荘
園
領
主

化
と
貴
族
仏
教
化
、
そ
れ
に
伴
う
既
存

の
神
社
や
そ
れ
に
付
随
す
る
権

利
を
取
り
込
む

「思
想
」

の
必
然
性
等
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　ヨ

い

で
あ

ろ

う
。

詳

細

な
考

察

は
後

日

に
譲

り

た

い
。

1

本
稿

で
い
う

「中
世

」

は
広
く
荘
園
制

が
進
展
し
出
す
十
世
紀

後
半

か

ら
、
本
地
垂
迹
思
想

が
定
着
す

る
南
北
朝
期
ご

ろ
ま

で
を
さ
す

こ
と
と

す

る
。
ま
た
漢
文

は
読

み
下
し

に
し
た
。

2

村
岡
典
嗣

『
神
道
史

』

(日
本
思
想
史
研
究

I
)
、
清
原
貞
雄

「神

仏
習

合

の
発
展
」

(平
岡
定
海

『権
現
思
想
』
所
収
)
、
中
井
真
孝

「神

仏
習
合
」

(講
座

・
日
本

の
古

代
信
仰

・
第

一
巻
)

3

第

六
巻
下

・
正
修
章

・
観
陰
入
境
。
大
正
蔵
四
六

・
八
〇

・
a

4

こ
の
文
は

『
神
道
集

』
巻

一
・
三
、

『豊
葦
原
神
風
和
気
』
巻
下

、

『
日

吉
山
王
利
生
記
』
巻

一
、

『麗
気
集
』
巻
八
等

に
引

か
れ

る
。
と

こ
ろ
が
同

一
の
文

が

『悲
華
経
』
に
み
え
ず

、
恐
ら
く

『末
法
経
』
『大
悲
分

陀
利
経
』

を
も
と
に
し
た
改
変

と
思
わ
れ

る

(
三
崎
良
周

『
台
密

の
研
究
』

五
七
六

～
五
七
七
頁
)
。

5

仏
舎

利
奉
納

は
十
世

紀
以
降
盛

ん
に
な

る
。

『日
本
紀
略
』

に
よ
れ
ば
、

九
四
八
年
九
月
、
九
六

二
年
五
月

、
九
七

一
年

一
〇
月
、
九

八
七
年

九

月
、

三
〇

一
七
年

一
〇
月

の
奉
納
が
、

『扶
桑
略
記
』
『
元
亨
釈
書
』

に
よ
れ
ば

さ
ら
に
、

一
〇
三
八
年

六
月
、

一
〇

四
九
年

一
二
月
、

一
〇
七

〇
年

一
一

月

の
奉
納

が
み
え
る
。
一
一
九

二
年

一
〇

月
以
降

は

「
一
代

一
度

」
と

な

る
。
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中
世
の
神
祇
観

(鈴

木
)

三

=

6

巻

四
、
大
正
蔵

七
六

・
五

一
一
・
b

7

続
群
書
類
従

・
第

三
輯
上

・
二
四

一
頁

8

明
恵
上
人
資
料

一
・
二
四
七
頁

9

「如
来

の
舎
利

、
光

明
を
放

ち
て
遍

く
十
方
刹
土

を
照
す
。
刹
土

の

一
々
、

機

に
随
応
し
て
利
益
微
妙
な

る
こ
と
思
議

し
が
た
し
」

(大
正
蔵
七
六

・
五

四
三

・
c
、
明
恵
も
春
日
神

か
ら
ほ
ぼ
同
意
趣

の
偈
を
う
け

て
い
る
。
上

述

『神
現
伝

記
』
)

10

成
田
貞
寛

「高
山
寺
所
蔵

『釈
迦

如
来

五
百
大
願
経
』

の
研
究

」
『
佛
教

大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
七
号

・
一
九
七
九
年

『
悲
華
経
』
の
第
六
～
八
巻

の
願
文

を
敷
衍

し
、
ナ

ン
バ
リ

ン
グ

し
た
も

の
。

お
そ
ら
く
平
安
期
に
西
方
浄
土

教
に
対
抗

し

て
編
纂

さ
れ
た

も

の
と

思
わ
れ
、
中

世
諸

文
献
所
引

の

『悲
華
経

』
は
実
際
は
本
書

で
あ

る

こ
と

が
多

い
。

11

な
お
、
第

二
八
～
四
七
願

で
は
、
諸
身

(仙
人
、
摩
醯
首
羅
天
、

八
腎

天

、
日
天
子
、
月
天
子
、
梵
天
、
帝

釈
天
等

)
に
変
化
し

て
菩
薩
行

を
行

う

と

の
願

が
み
ら
れ

る
。

12

前
掲
、
成

田
論
文

13

こ

の
種

の
視
点

か
ら
考
察
を
加

え
た
も

の
に
、
永
島
福
太
郎

「春

日
社

興
福
寺

の

一
体
化
」

『日
本
歴
史
』

一
二
五
号

・
一
九
五
八
年

が
あ
る
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉
仏
舎
利
、
『
悲
華
経
』
、

『五
百
大
願
経
』
、
改
変
文

(武
蔵
野
女

子
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究

員
)

883


